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北海沿岸文化を訪ねよう

薪蕾アングロeスカンテけヴイア文化の痕
カンブリアの教区教会(1)伊藤　轟工toTs血su(信州大学准教授)

広い牧草地や海まで見渡せる墓地からの眺め

この墓地に毎日花を供えに来る老人は｢わしの俸(ba,in)は日本軍と戦った｣と語った

旅のはじまり

北海沿岸で活躍したヴァイキングの足跡を訪ねよう｡北海

沿岸と聞くと､なんだか極北の地という感じもするが､実はイ

ングランド自体､北海沿岸地域に属し､同じブリテン島のス

コットランドからオ-ク二〇諸島､シェトランド諸島を経て､フ

ェロ葛諸島からアイスランドに至る極北への玄関口になってい

る｡もっとも､ 8世紀から11世紀初頭に北海をまたにかけ

て活躍したヴァイキングたちは､その経路を逆に南下してイン

グランドに至ったのではあるが･･用･｡

湖水地方のあるカンブリアについて

2011年4月より本誌の巻頭に連載された北野佐久子先

生の｢ポタ｣と巡る湖水地方の12か月｣は,読者の記憶に

まだ新しいところだろう｡湖水地方を中心に置くカンブリア

地方の生活文化が色鮮やかに紹介されていた｡けれど,美

しい景色やビアトリクス･ポタ-の描く可愛らしい動物､豊か

な食文化が育まれた土地に､人間同士の血なまぐさい戦い

とその後の融和があったという=とは,あ±り知られていない

事実だと思う｡まして､イングランド人気質にあふれるポタ-

の作品の背景となる地域で､こともあろうに北欧の神話や英

雄伝説が信奉5れていだと聞けば､疑念を抱く読者Sいるだ

ろう｡

けれど`,力-/ブリアの方言に北欧語から継承�.ｨ+ﾙ?ｨ�ﾐ

語彙が数多く残っている事実からは､イングランドという英語

文化圏｢総本山｣の文化的多様性を知ることができる｡た

とえばカンブリアのとある教会の墓地で出会った1人のご

老人は,私と話すときに標準語を用いようと�.ｨ,�*ｨ.rﾈ,(* 

my child'と言うつもりが､ ``my ba王棚''｢わしの件が｣という

言葉遣いをした｡これは｢子｣を意味する古北欧語bamに

由来する方言なのだ｡他にも例を挙げれば1冊の本が書け

るほどだが､特に地名には数多くの北欧語が使われている｡

西カンプー)アにあるThackthwaiteなどはその典型だ｡この

地名には古北欧語が使われており､ thackは標準英語の

thatch ｢屋根を葺く物｣と同じ意味を持ちながら､ ch[tJ]で

はなくck喜k]という音が発音される｡これこそ古英語由来の
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Robe｢t戸ergusonの

カンプノア方言の研究書

(1873年刊)

が蒔場厚7E z,霜iの曇浅舅

に作られた躍-マの居

性用砦の復元図

日本人観光客用に､

日本語の解説まで書
かれている

ハドリアヌス帝の長城

の砦跡の一部

本物はもっと広い　　　　Bewcastie Crossと教会　十字架の大きさに注目i

語と占北欧語由来の語とを発音で見分ける格好の例と言え

る｡またthwaiteは｢区画,囲い地｣を意味する語としてデ

ンマークやノJ,ウI-の地名にb多く見られ6語で,カンブリ

アでは｢農地｣,やがて｢村､教区｣を意味するようになって

いった｡このようなカンブリア方言と古北欧語の関係は.地

元の好古家Robert Ferguson (1873)や言語学者Thomas

Elli丁ood (1895)が著した本で知ることができる｡

カ萎v71I 7�fｹ%ｰ

ポーカッス7レのIレーン碑文

ケルト語のCymry (ウェールズ人)に由来するCumbria

(ちなみに同じ語に基づくCambriaはウェールズを指す)と

呼は``れた=の地域は,英語の歴史の始±る時代(5世紀半

ば)にはブリトン人が住んでおり､アングル人が北イングラン

ドに住み始めた後,やがてノ-サンブリア王国の覇権に飲み

込まれていった｡アングル人がギ)スト教に改宗すると,東海

岸のリンデイスフア｣ン修道院の影響下に置かれたが､地元

の小さな教区教会による独自の文化に根ざしたギ)スト教が

根付いたとみられる｡

8世紀末に始まったヴァイキングの襲来は､ 9世紀後半に

は多くの北欧人の移住へと様相を変えていったがへアイルラ

ンドと海峡を接するカンプTJ7には.アイルランドのヴ7イキン

グ町となったダブリンを経由して多くのノルウェ〇人が侵入し

て来たと考えられている｡ウェセックス王アルフレッドがイ葛ス

ト･アングリアにやって来たヴァイキングの王グトルムとの間で

878年に交わしたウェドモア協約により､北イングランドのほ

ぼ全域が北欧人の法律の通用するデ-ンロ-地域になった

とされるが､カンブリアでは他の北イングランド地域とも少々

異なり,プリトン人､アングル人およびノルウェ二人の融合する

独特の文化が生まれた｡今日まで残る石碑に刻まれたル-

ン文字や画像は, 7ングロ.スカンデイナヴイアと形容すべモ

独特の意匠や,北欧文化が継承された模様を私たちに垣

間見せてくれる｡
さがん

イングランドの石碑は多くが砂岩で作られている｡砂岩は

重く､運ぶのは大変だが削り易い｡しかしながら､近代以

降の大気汚染による酸性雨の影響で､現在では屋内に移さ
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酸性雨のために､もはやあとかたもない

Oswy (Oswiu)王の息

子AIcf｢ithと書いてある!

のかな?

Bewcastle Crossに添

えられた観光客用のパン

フレット

ルーン文字復元トレ-ス

とへその解釈(｢これは数

ある解釈の1つに過ぎま

せん｣と但し書きが添え

られている)
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れた石碑以外は文字が溶け出している｡将来のイギ)スの

文化保存にとっても大きな課題であろう｡ ｣刻も早く写真に

収めなければ永久に失われてしまう文字や図像がたくさん

ある｡私も今から6年前に北イングランドのグラムを訪れた

後に､ロ-マの皇帝ハト)アヌスが築いた長城に沿って｣路

カンブリアへと向かった｡

カンブリア北部にある州都カ-ライルよりさらに北､スコット

ランドとの国境近くに､日本人がほとんど行かない歴史的名

所Bewcastle (ボーカッスル)という小さな集落がある｡か

って城塞があったその場所には(castleという地名にその名

残が偲ばれる).イングランドで最も古い)レ-ン文字の碑文

のlつが立っているのた｡

ル-ン文字とは､ 2世祀頃からゲルマン人が､北イタリア

のエトルリア文字を元にして作ったとされる刻み文字で石

や金属､木片に刃物で切り込みを入れて記した｡ちなみに､

現代英語の｢書く｣という意味のwriteは､本来は｢刻む､

切り込みを入れる｣という意味を持つ動詞だった｡イングラン

｣yi this made

｢しyiがこれを作った｣

これも文字のスぺ-スが

不足している

毒手露三もr_･ぎ∴,:器教区教会

大きな木の茂みの向こうに

は石造りの教会の建物｡

カンプiノアの教区教会のほ

とんどはこのような静かな

町の教会だ

アンク妻･サクソンの

}シ-ン#文

Great U｢swlckの教会の

窓辺に飾られている

ド人が祖先から受け継いだル-ン文字の役割が分かろうと

いうものだ｡

さて､ Bewcastle Crossと呼ばれるその十字架の石碑

は8世紀前半に建てられた｡その巨大な十字架の柱は､

北イングランドのノーサン7¥`'J7王国をキリスト教化Lた王

Oswiu(670年没)の息子AIcfrithと､彼の妃でマーシア王

ペンダの娘キュネブルフを記念して建てられたとの碑文の解

釈も､伝説的な二人の王の娘と店子の婚姻を記念するという､

あまりに魅力的な歴史文脈ゆえに､今でも写真のような釈明

付きで(!)観光客に紹介されている｡ (この｢俗説｣を批判し

たオクスフォ-ド大学のルノロジスト(ル-ン学者) R. I, Page

博士は今年惜しくも亡くなられたが,今も草葉の蔭で怒って

おられるだろうか｡)

アズウイ.?ク村での

ア>ク"ロ.ス*>デイナウi7.デサイ>t�O��`

ここに描かれていたアングロ･サクソン人のル-ン文字は今
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り

ではまったく判読不可能である｡けれど､ Bewcastleから見

てカンブリアのちょうど反対側にある南部のGreat Urswick

教区教会には. 7ングロ.スカンデイナヴイアの意匠を持つ十

字架とともに,アングロ･サクソン人のル-ン碑文が保存され

ていた｡

今は教会の窓際に立っている､そのアングロ･サクソン石

碑には｢Tunwiniが､その息子Torohtredeのために立て

た｡彼の魂のために祈れ｣と刻まれている｡始めはきちんと

語句で折り返しているが,徐々にスペ葛スが不足して､最後

は小さな文字を詰めて書き､それでも足りずに枠の外には

み出している｡その下には､人物の体にLYLPIISW(皿e)｢リル

がこれを作った(ル-ン文字を刻んだ)｣とも書かれている｡

ル-ンを刻んだリルさん､あまり計画性はなかったようだ｡

教会の洗礼樺の後ろに大きな絵が立てかけられていた｡

W G. Collingwood (1854-1932)による十字架の復元画だ

った1876年にオクスフォ-ドを卒業したこの多才で卓抜な

頭脳の持ち主のことは､がのJohn Ruski皿の秘書として覚

/o世紀の十字架窮地三〇を､=-二心:-.~　手蔓至芸､

-,(区委員のJoh帥囲爺- >= _

+T皿wini se[往

拙e｢ To｢o血

l冒e咄becu

皿征ner his b

剛｢Ⅱ御伽軸e

叫u
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"丁unwini set after

丁o｢oht｢ede, his son;

Pray for his soul,"

レイアウトと語や改行箇

所とが合っていないのか¥

おかしい

アングロ･スカンテイナウイアの

組紐模様

十字架の支柱｡砂岩の表面が崩
れていて､まるでピントの合ってい

ない写真のようになっている

えている人も多いだろう｡しかし､カンブリアに花開いた中世

前期のイングランドと北欧の間に通った文化的交流を､画家､

デザイナ〇､好古家､学者､小説家として現代に蘇らせたこ

と{､彼の才能は発揮された.カンブリアに残された石碑の

意匠の多くを記録し､独自のデザインの才覚を発揮して,復

元予想図をいくつも描き残してくれたのである｡

Great日rswick教会のChurchⅥγardenに電話をし､

｢Collingwoodの復元図に描かれたこの十字架の現存する

二部を是非見たくて日本から来ました!｣と伝えると､やって

きたJohn lmlachさんは親切

にもこの貴重な遺物を倉庫か

ら出してきて,写真を撮らせて

下さった｡カンブリアに独特の

朱みを帯びた砂岩に刻まれた

組紐模様はまさしくCumbrian

Angl○○Scandinavian Design

であった!
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